
 第 4 回定例テスト後の過ごし

方が来年度を左右する。１年間

の基礎基本の定着に最適の時期

ととらえ、4 月 12 日の学力テ

ストを見据えて力を蓄える。 

休業日を活用して『受験生』に

なってみる。『受験生』の定義は

「すべての時間を学習に捧げる」

ということだ。４月学力テストで

その成果が問われることになる。 

有終の美を飾る。受験終了は研

究スタートだ。最後までやりきる

ことがスムーズなスタートにつな

がる。やり残したことはなかった

か、最後にふりかえる。 

新学年を迎える準備期間をどう過ごすべきか 

 

 

 

 

 

      令和７年度 大学入学共通テストはどう変わる？ 
(大学入試センター発表の情報を精査) 

 

 

 

 

教科 出題科目 試験時間 
（配点） 

変更点等 

国語 『国語』 
90 分 

(200 点) 

言語活動を重視し，多様な資質・能力を問うため大問を 

１つ追加。試験時間 10 分増。 

配点は近代以降の文章 110 点，古典 90 点（古文 45

点，漢文 45 点） 

地理

歴史 『地理総合，地理探究』 

『歴史総合，日本史探究』 

『歴史総合，世界史探究』  

『公共，倫理』 

『公共，政治・経済』 

『地理総合／歴史総合／

公共』 

1 科目選択 

60 分     

(100 点) 

2 科目選択 

130 分 

(200 点) 

(うち解答時間

120 分) 

必履修科目を組み合わせた出題科目１科目と，必履修科

目と選択科目を組み合わせた出題科目５科目の合計６つ

の出題科目から最大２科目を選択解答。  

 

『地理総合／歴史総合／公共』は，１つの出題科目。 

↑難関大は選択科目として認めていない場合もある。 

→ 「地理総合」，「歴史総合」，「公共」の３つを出題範囲

とし，そのうち２つを選択。 

 

２科目を選択する場合，選択できない組合せがある 

公民 

 

数学 

 

『数学Ⅰ，数学Ａ』  

『数学Ⅰ』 

70 分 

(100 点) 

『数学Ⅰ，数学 A』又は『数学Ⅰ』から１科目を選択。 

「数学 A」は，図形の性質，場合の数と確率の２項目に対応

した出題とし，全てを解答。 
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＜変更のポイント＞ 
１  新教科「情報」を加えた７教科 21 科目に再編 

２  「地理歴史」「公民」…出題科目が再編 

３  数学…「数学Ⅱ、数学 B、数学 C」の１科目に。試験時間＋10 分 

４  国語…問題構成と配点の変更 試験時間＋10 分 

「知識の質」や，「知識・技能を活用する思考力・判断力・表現力」等が問われる 



 

 

 

数学 『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 
70 分 

(100 点) 

数学②は『数学Ⅱ，数学 B，数学 C』の１科目を出題， 

試験時間 10 分増。 

 

「数学 B」「数学 C」は，数列（数学 B），統計的な推測 

（数学 B），ベクトル（数学 C），平面上の曲線と複素数平

面（数学 C）の４項目に対応した出題とし，４項目のうち３

項目の内容を選択解答。 

理科 

『物理基礎／化学基礎／

生物基礎／地学基礎』 

『物理』  『化学』 

『生物』  『地学』 

1 科目選択 

60 分 

(100 点) 

2 科目選択 

130 分 

(200 点) 

(うち解答時間

120 分) 

従前の２つの試験時間帯（「理科①」と「理科②」）から 

１つの試験時間帯に変更。 

 

 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は，１つ

の出題科目。→ そのうち２つを選択。 

 

５出題科目から最大２科目を選択。 

外国語 『英語』  

リーディング80 分 

(100 点) 

リスニング60 分

(100 点) 

英語は「リーディング」「リスニング」形式を通して，「聞く」

「読む」「話す」「書く」を統合した言語活動を通して培った

総合的な英語力を評価。 

情報 『情報Ⅰ』 
60 分 

(100 点) 

情報を出題教科に追加。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第１回総合型選抜・学校推薦型選抜説明会 ２年生対象 2/16 実施』まとめ  

 

・総合型や学校推薦型も学力を問う入試である。 

 

・点数も学力を表しているが、探究活動できる！発表内容を工夫しプレゼンできる！質疑応答ができる！ 

これも学力ではないか。 

 

・総合的な探究の時間に課題研究に力を入れてきたはずだ。目を見張る素晴らしい成果を出した生徒もい

る。思うように成果が出ない生徒もいる。成果が出なくても工夫したことや、考え直したことがあるはずだ。 

 

  

・覚悟がある生徒、学び続ける生徒、2/25（前期）や 3/12（後期）まで努力を続けることができる生徒、２次

試験で戦える学力がある（学力つける行動をしている）生徒 

実際に伸びた例もたくさんある。 

 

・早めに志望理由書作成に取り掛かり、かつ勉強時間  

を確保し頑張ることができる、セルフ･コントロール 

できる生徒 

 

・やはり、自分で考えないといけない。やらされてい  

ると自分で判断できない。受験は自分事である。 

 
・２月３月は攻めの学習！過ごし方で差がつくぞ！ 

（進路行事・テスト・模試関係） 
３/８（金）～      国公立大一般中期日程 

3/12（火）～      国公立大一般後期日程 

3/22（金）      合格体験発表会 

３/２６（火）      修了式 

【令和６年度】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4/１１（木）～１２（金） ３年学力テスト 

４/１２ （金）      １年スタディサポート 

                   ２年学力テスト  


